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犯罪抑止　　　　　交通 
　　事故抑止 

馬場　栄一郎　議員 

犯罪抑止だけでなく交通 
　　事故抑止の取り組みを 
　　「自転車などの事故防止対策が必要」 

議
員
　
埼
玉
県
警
本
部
作
成

の
「
埼
玉
県
交
通
事
故
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
見
る
と
、

人
身
事
故
多
発
区
間
と
し
て

国
道
17
号
下
戸
田
２
丁
目
区

間
、
人
身
交
通
事
故
多
発
交

差
点
と
し
て
、
美
女
木
３
丁

目
の
美
女
木
八
幡
、
美
女
木

７
丁
目
の
美
女
木
交
差
点
が

挙
が
っ
て
い
る
。
私
も
交
通

事
故
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

本
市
の
交
通
事
故
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長
　
本
年
の
交

通
事
故
発
生
状
況
は
、
８
月

末
現
在
で
人
身
事
故
件
数

６
０
３
件
、
死
者
数
２
人
、

物
件
事
故
件
数
１
４
０
８
件

と
な
っ
て
い
る
。
人
口
千
人

当
た
り
の
人
身
事
故
発
生
件

数
を
見
る
と
、
昨
年
度
県
内

ワ
ー
ス
ト
８
位
。

今
後
、
特
に
昼
間

時
の
交
差
点
で
の

自
転
車
、
二
輪
車

の
事
故
へ
の
防
止

対
策
が
必
要
で
あ

る
。

議
員
　
警
察
か
ら

の
詳
細
な
事
故
情

報
の
提
供
を
求
め
、

戸
田
市
交
通
事
故

分
布
図
を
作
成
し
、

防
犯
対
策
と
と
も
に
、
交
通

事
故
抑
止
対
策
に
努
め
る
べ

き
で
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
詳
細
な
情

報
提
供
を
警
察
に
求
め
る
。

議
員
　
市
内
３
駅
で
、
上
り

線
の
発
車
音
が
戸
田
市
歌
「

あ
あ
　
わ
が
戸
田
市
」
の
メ

ロ
デ
ィ
に
変
更
さ
れ
た
。
何

の
曲
が
流
れ
て
い
る
の
か
わ

か
り
が
た
く
、
中
途
半
端
だ

と
思
う
。
見
直
し
の
検
討
を

し
て
は
い
か
が
か
。

総
合
政
策
部
長
　
市
歌
の
採

用
後
、
市
民
の
苦
情
は
な
い
。

郷
土
愛
を
高
め
る
効
果
も
あ

り
、
穏
や
か
な
曲
調
か
ら
駆

け
込
み
乗
車
の
事
故
防
止
に

も
役
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、

引
き
続
き
実
施
し
た
い
。

議
員
　
流
れ
る
曲
が
戸
田
市

歌
で
あ
る
と
の
案
内
の
設
置

や
駅
構
内
で
流
す
な
ど
の
工

夫
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

▲ こんな現場は見たくないですね

議
員
　
環
境
問
題
に
つ
い

て
伺
う
。
①
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
車
の
導
入
促

進
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
燃

料
（
水
と
重
油
等
を
５
対

５
で
混
ぜ
た
燃
料
）
の
普

及
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対

策
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

③
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ

に
よ
る
笹
目
川
等
の
浄
化
の

改
善
と
、
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
に
散
気
盤
を
設
置
し
、

曝ば
っ
き気

（
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
浄
化
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
①
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
車
に
よ
っ

て
、
大
気
汚
染
の
原
因
で
あ

る
窒
素
酸
化
物
や
二
酸
化
炭

素
、
粒
子
物
質
を
抑
制
で
き

る
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
宅

配
便
等
の
車
へ
の
導
入
や
普

及
を
検
討
し
た
い
。
②
エ
マ

ル
ジ
ョ
ン
燃
料
は
ボ
イ
ラ
ー

等
の
燃
料
と
し
て
利
用
で

き
、
大
気
汚
染
の
削
減
に
効

果
が
あ
り
、
燃
料
費
も
削
減

で
き
る
。
市
の
施
設
や
市
内

事
業
者
へ
の
啓
発
を
検
討
し

た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
③
昨
年
、

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
に
よ

り
荒
川
の
水
を
導
水
し
た

が
、
１
年
目
は
機
器
の
点
検

◀
荒
川
の
浄
化
用
水
を
導
入
し
て

　 

い
ま
す

が
主
で
あ
り
、
効
果
は
出
て

い
な
い
。
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
や
清
掃
等
と

一
体
と
し
て
進
め
る
。
ボ
ー

ト
コ
ー
ス
の
浄
化
は
、
埼
玉

県
の
施
設
で
も
あ
り
、
県
に

要
請
す
る
。

議
員
　
①
学
校
開
放
し
た
こ

と
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
が
利
用
で
き
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
利
用
者
や
地
域
の

人
が
安
全
に
安
心
し
て
利
用

す
る
に
は
、
防
球
ネ
ッ
ト
や

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
の
施
設
整

備
は
必
要
で
あ
る
。
②
喜
沢

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

は
、
利
用
度
が
低
い
。
学
校

の
ク
ラ
ブ
活
動
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　
①
学
校
の
教
育

に
必
要
性
の
少
な
い
も
の
の

設
置
は
慎
重
に
対
処
し
た

い
。
防
球
ネ
ッ
ト
は
、
必
要

性
の
高
い
学
校
か
ら
順
次
設

置
す
る
。
②
学
校
の
授
業
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
利
用
促

進
し
た
い
。

駅
の
発
車
音
の
見
直
し
を

高
橋
　
秀
樹
　

議
員 

地
球
温
暖
化
対
策
と
　

　
　
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
浄
化

地
球
温
暖
化
対
策
　

　
　
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
　
浄
化

学
校
開
放
に
は

施
設
整
備
が
必
要

※

※　浚渫＝海底・河床などの土砂を、水深を深くするために掘削すること。
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齢
者
や
障
害
者
の
対
策
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
妊
産
婦

や
乳
幼
児
を
抱
え
る
女
性
の

支
援
を
ぜ
ひ
と
も
望
み
た

い
。

総
務
部
長
　
妊
産
婦
・
乳
幼

児
に
絞
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
妊
産

婦
・
乳
幼
児
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
は
、「
戸
田
市
災
害

時
要
援
護
者
施
策
検
討
会

議
」
で
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
避
難
生
活

で
の
支
援
を
含
め
て
、
き
め

細
か
く
配
慮
し
て
い
く
。

若年層　投票立会人選任 
　　　投票率　アップ 

手塚　静枝　議員 

若年層の投票立会人選任で 
　　　投票率のアップを 
　　「貴重な意見として真摯に検討する」 

しんし 

議
員
　
選
挙
権
は
国
民
に
与

え
ら
れ
た
重
要
な
権
利
の
一

つ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
政
治

に
関
心
を
持
ち
、
選
挙
に
参

加
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
特
に
、
未
来
を
担
う
若

い
世
代
が
選
挙
を
通
じ
て
、

日
本
の
将
来
に
対
す
る
意
思

表
示
を
す
る
こ
と
は
、
21
世

紀
の
新
し
い
政
治
を
築
い
て

い
く
上
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
①
本
市
も
若
年
層
の
投

票
率
が
低
い
が
、
投
票
率
ア

ッ
プ
と
無
関
心
層
へ
の
対
策

は
。
②
選
挙
へ
の
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
20
代

の
若
年
層
の
投
票
立
会
人
を

選
任
し
て
は
ど
う
か
。
③
駅

前
に
期
日
前
投
票
所

を
開
設
で
き
な
い

か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
　
①
各
種
選

挙
の
投
票
率
は
、
大

変
重
要
な
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。

若
年
層
対
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
し
て
い
る
が
、

今
後
も
少
し
で
も
投

票
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。
②

若
年
層
の
投
票
立
会
人
の
選

▲ 自分達の将来に意思表示しよう！

任
の
提
案
は
、
貴
重
な
意
見

と
し
て
真
摯
に
検
討
す
る
。

③
設
置
す
る
に
は
、
ク
リ
ア

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題

が
あ
る
の
で
、
今
後
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。

　議
員
　
災
害
時
の
避
難
生
活

に
お
け
る
支
援
で
、
心
身
に

特
に
配
慮
が
必
要
な
妊
産

婦
・
乳
幼
児
を
守
る
災
害
対

策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る

の
か
。
災
害
弱
者
で
あ
る
高

妊
産
婦
・
乳
幼
児
を
守
る

災
害
対
策
に
つ
い
て

◀
充
実
し
た
設
備
で
生
ま
れ
変
わ

　
っ
た 

蕨
警
察
署

動
捜
査
隊
な
ど
の
執
行
部
隊

も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
他
の
署
内
施
設
の
概
要
を

伺
い
た
い
。

総
務
部
長
　
県
下
で
最
大
の

留
置
場
の
施
設
、
県
内
警
察

署
で
は
３
ヵ
所
目
と
な
る
射

撃
場
も
設
置
さ
れ
、
環
境
対

策
・
災
害
対
策
と
し
て
ト
イ

レ
用
水
に
雨
水
の
再
利
用
、

屋
上
に
太
陽
光
発
電
の
設

置
、
太
陽
熱
給
湯
シ
ス
テ
ム
、

耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
、
非

常
用
電
源
設
備
等
が
あ
る
。

議
員
　
本
市
は
人
口
増
加
率

と
と
も
に
、
交
通
事
故
や
犯

罪
発
生
率
も
高
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
今
後
も
新
庁

舎
に
負
け
な
い
よ
う
、
交
通

事
故
防
止
、
防
犯
対
策
に
取

り
組
み
、
犯
罪
の
な
い
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

議
員
　
本
年
５
月
に
市
民
待

望
の
蕨
警
察
署
新
庁
舎
が
完

成
・
移
転
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
駐
車
場
も
広
く
、
床

面
積
も
今
ま
で
の
２
・
２
倍

と
広
く
、
ゆ
と
り
あ
る
庁
舎

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
新
庁

舎
の
中
に
は
、
県
警
本
部
機

蕨
警
察
署
新
庁
舎
　 

　
　
　
　   

施
設
概
要
　 

蕨
警
察
署
新
庁
舎
の 

　
　
　  

　 

施
設
概
要
は 

熊
木
　
照
明
　

議
員 

　      

「
県
下
最
大
の
留
置
場
や
射
撃
場
あ
り
」 

 

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。

総
務
部
長
　
今
後
も
市
民
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
、
市

民
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
・
警
察
・
行
政
の

三
位
一
体
で
防
犯
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
旧
蕨
警
察
署
の
跡
地

は
。

総
務
部
長
　
既
存
建
物
は
本

年
中
に
解
体
し
、
跡
地
は
県

有
地
で
あ
る
が
、
売
却
の
予

定
で
あ
る
。

議
員
　
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
医
療
費
の
低
減
対

策
、
薬
代
の
負
担
縮
減
方
策

と
し
て
、
低
価
格
の
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
処
方

を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

　
患
者
の
意
思
を
尊
重
し
、

主
治
医
の
責
任
と
判
断
に
よ

り
処
方
を
し
て
い
く
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
の

医
療
費
低
減
対
策
を

※

※　ジェネリック医薬品＝新薬の特許が切れてから同じ成分・同じ効果で作られる薬の総称。


